
よ
う
ぼ
く
一

斉
活
動
日
は
、

同
じ
地
域
に
住

む
よ
う
ぼ
く
が

集
い
、
思
召
に

心
を
揃
え
、
互

い
に
勇
ま
せ
合
っ
て
と
も
に
年

祭
活
動
の
歩
み
を
進
め
る
日
で

す
。
開
催
趣
旨
に
は
、
よ
う
ぼ

く
が
距
離
的
に
集
ま
り
や
す
い

支
部
に
お
い
て
、
定
期
的
に
年

祭
活
動
の
実
践
を
促
す
場
を
設

け
、
一
人
で
も
多
く
の
よ
う
ぼ

く
が
年
祭
活
動
の
意
欲
を
高
め
、

日
々
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
目
標

に
実
動
す
る
契
機
と
す
る
。
と

し
て
い
ま
す
。

教
区
・
支
部
の
活
動
と
し
て
、

全
支
部
で
会
場
設
定
し
、
支
部

は
、
把
握
し
て
い
る
よ
う
ぼ
く

へ
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
と
あ

り
ま
す
。
各
支
部
は
「
教
区
・

支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
開
催
情

報
を
投
稿
し
て
お
り
、
各
教
会
・

支
部
は
、
「
案
内
チ
ラ
シ
」
を

活
用
し
て
、
管
内
よ
う
ぼ
く
へ

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

教
祖
百
四
十
年
祭
三
年
千
日

の
年
祭
活
動
も
仕
上
げ
の
年
と

な
り
、
よ
り
充
実
し
、
意
義
あ

る
も
の
と
な
り
、
御
存
命
の
教

祖
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
よ
う

な
日
々
の
つ
と
め
を
勤
め
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
教
区
管
内

一
丸
と
な
っ
て
、
開
催
準
備
、

声
掛
け
に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

声
掛
け
に
「
教
区
・
支
部
情
報

ね
っ
と
」
の
活
用
を

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
へ
の

声
掛
け
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
位

置
付
け
る
「
教
区
・
支
部
情
報

ね
っ
と
」
で
の
各
会
場
の
詳
細

情
報
の
掲
載
に
は
、
各
支
部
が

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
前

回
、
第
三
回
目
（
昨
年
11
月
３

日
・
４
日
）
の
開
催
時
の
閲
覧

回
数
が
９
万
５
千
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
（
実
際
に
見
た

人
の
人
数
）
が
約
２
万
人
に
達

し
、
第
二
回
目
（
昨
年
６
月
１

日
・
２
日
）
の
倍
の
閲
覧
数
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
で
は

３
千
人
の
増
加
と
な
り
、
ツ
ー

ル
と
し
て
の
利
用
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
閲
覧
の
多
い
支

部
で
は
、
支
部
ペ
ー
ジ
内
に
あ

る
、
「L

IN
E

で
送
る
」
と
い
う

欄
を
ク
リ
ッ
ク
し
、LI

NE

ア
プ

リ
を
起
動
し
、
送
り
た
い
相
手

を
選
ん
で
送
る
と
相
手
側
に
大

き
く
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ

と
・
○
○
支
部
」
と
表
示
さ
れ

る
の
で
、
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
も
ら
う
こ
と
で
見
て
も
ら
い

た
い
ペ
ー
ジ
に
す
ぐ
に
た
ど
り

着
く
よ
う
に
と
い
う
配
慮
を
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
画
面

を
自
分
の
所
属
教
会
の
教
友
に

転
送
す
る
こ
と
で
、
情
報
拡
散

の
効
果
を
図
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
人

が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た
現
在
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
「
教
区
・

支
部
情
報
ね
っ
と
」
を
利
用
し

て
き
め
の
細
か
い
声
掛
け
に
励

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

（
４
頁
に
教
区
管
内
の
会
場
一

覧
を
掲
載
）
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三
月
八
日
、
教
区
お

う
た
合
唱
団
（
梅
田
聡

団
長
）
は
、
六
月
八
日

に
お
ぢ
ば
で
開
催
さ
れ

る
「
第
六
十
一
回
歌
う

一
手
一
つ
」
に
向
け
て
、

教
務
支
庁
に
て
合
同
練

習
を
開
催
し
た
。

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
開
催
か
ら
中
止
と
な
っ

た
昨
年
以
来
二
年
ぶ
り

の
出
演
と
な
る
今
回
も
、

教
区
管
内
メ
ン
バ
ー
合

計
十
九
人
が
集
ま
り
、

八
日
午
前
十
時
に
教
務

支
庁
に
集
合
。
親
神
様
、

教
祖
、
祖
霊
様
礼
拝
の

の
ち
、
欠
席
と
な
っ
た
常

任
指
揮
者
鎌
田
恵
美
子
先

生
に
代
わ
り
、
東
部
指
導

者
の
芹
澤
広
和
氏
が
タ
ク

ト
を
取
り
、
伴
奏
小
野
裕

子
先
生
の
伴
奏
の
も
と
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
腹
式
呼
吸
、

発
声
練
習
を
充
分
に
し
た

の
ち
、
お
う
た
八
番
「
世

界
い
ち
れ
つ
み
な
わ
が
こ
」

（
林
雄
一
郎
作
曲
）
、
混

声
合
唱
組
曲
「
水
の
い
の

ち
」
（
高
野
喜
久
雄
作
詞
・

高
田
三
郎
作
曲
）
、
混
声

合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

た
め
の
カ
ン
タ
ー
タ
『
土

の
歌
』
よ
り
「
大
地
讃
頌
」

（
大
木
惇
夫
作
詞
・
佐
藤

眞
作
曲
）
の
三
曲
を
練
習
。

テ
ン
ポ
や
各
パ
ー
ト
の
音

程
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
練
習
。
途
中
、

昼
食
な
ど
の
休
憩
を
挟
ん

で
午
後
三
時
半
ご
ろ
ま
で

熱
心
に
続
け
ら
れ
、
団
員

そ
れ
ぞ
れ
が
歌
う
喜
び
を

味
わ
い
つ
つ
、
お
ぢ
ば
で

の
演
奏
会
出
演
に
む
け
て

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

次
回
の
合
同
練
習
は
四

月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
る

予
定
。
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情
報
ね
っ
と
の
ペ
ー
ジ
を
開
く

上
の
QR
コ
ー
ド
検
索
で
左
の
ペ
ー
ジ
が
出
ま
す
。

支
部
ペ
ー
ジ
を
探
す
に
は
「
支
部
を
表
示
す
る
」
を
ク
リ
ッ
ク

教
区
内
の
会
場
表
を
表
示
す
る
に
は
、
下
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
「
会
場
一
覧
」
を
ク
リ
ッ
ク

※
教
区
外
の
会
場
検
索
は
、
チ
ラ
シ
・
参
加
カ
ー
ド
に
あ
る
QR
コ
ー
ド
か
ら
、
情
報
ね
っ
と
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
よ
り
検
索
し
て
下
さ
い
。
又
、
支
部
名
が
わ
か
ら
な
い
場
合
も
、
郵
便
番
号
等
で
検
索
出
来
ま
す
。

次
回
か
ら
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
目
的
の
ペ
ー
ジ
を
開
く

ホ
ー
ム
画
面
に
ア
イ
コ
ン
を
作
れ
ば
面
倒
な
検
索
無
し
に
ペ
ー
ジ
が
開
き
ま
す

支
部
（
目
的
）
の
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
左
の
画
面
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
ホ
ー
ム
画
面
に
追
加
」

と
い
う
項
目
が
出
ま
す

そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ホ
ー
ム
画
面
に
ア
イ
コ
ン
が
出
来
ま
す

次
回
か
ら
は
出
来
た
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
支
部
（
目
的
）
の
ペ
ー
ジ
が
開
き
ま
す

※
ス
マ
ホ
の
扱
い
が
苦
手
な
方
に
は
、
慣
れ
た
方
が
ア
イ
コ
ン
を
作
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

教区アイコン

iPhoneはここ

アンドロイドはここ

お
う
た
合
唱
団

合
同
練
習
開
催

支部のページを

探す

教区内の

会場案内



道
の
教
職
員
の
集
い
で

は
、
職
能
を
活
か
し
た
活

動
の
一
つ
と
し
て
、
子
育

て
や
人
間
関
係
づ
く
り
に

関
わ
る
情
報
提
供
を
と
い

う
こ
と
で
毎
年
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
三
月
二
日(

日)

午
後
一
時
か
ら
天
理
教
静

岡
教
務
支
庁
を
会
場
に
開

催
し
ま
し
た
。

本
会
の
会
員
で
も
あ
り
、

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
、
第
一
高
等
学
校
顧

問
で
あ
り
ま
す
、
山
口
権

治
先
生
を
講
師
に
、
「
子

育
て
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
～
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト

に
学
ぶ
～
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
の
時
、
子
供
の

言
動
に
怒
り
を
も
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
解
決
す
る
為
の
手

段
と
し
て
の
ア
ン

ガ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
は
、
怒
り

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
あ
り
、
怒
ら
な

い
の
で
は
な
く
、

怒
っ
て
も
最
悪
の

事
態
に
陥
ら
ぬ
よ

う
、
予
め
決
め
て

お
い
た
「
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
・
プ
ラ
ン
」

を
実
行
で
き
る
よ

う
普
段
か
ら
練
習

す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
全
員
が
、
「
怒

り
」
の
分
析
、
「
怒
り
」

へ
の
対
応
、
紙
面
化
、
練

習
を
行
な
い
「
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
怒
っ
て
も
最

悪
の
事
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
親
が
「
６
秒
ル
ー
ル
」

で
ア
ン
ガ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
な
う
。
作
成
し

た
「
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
・
プ

ラ
ン
」
を
練
習
し
確
実
に

実
行
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
。
怒
鳴
る
、
叩
く
な

ど
強
制
的
な
し
つ
け
は
、

子
育
て
の
「
悪
循
環
」
に

陥
り
、
し
つ
け
効
果
が
薄

い
。
と
の
ま
と
め
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
怒
り
の
感
情
が

わ
い
た
と
き
、
何
に
怒
っ

て
い
る
か
を
理
解
し
、
こ

の
感
情
を
「
ア
イ
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
伝
え
る
こ
と
が
、

信
頼
関
係
を
生
む
良
い
サ

イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
。
ア

イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
相
手

の
行
動
に
対
し
て
、
怒
り

を
ぶ
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

要
求
や
提
案
を
す
る
こ
と

で
す
。
自
分
の
怒
り
の
分

析
を
し
た
り
主
体
的
に
関

わ
る
講
演
で
、
良
い
経
験

に
な
り
、
次
に
活
か
せ
る

内
容
で
し
た
。

今
回
、
十
一
名
の
参
加

で
し
た
が
、
道
の
教
職
員

の
集
い
で
は
、
毎
年
、
子

育
て
や
人
間
関
係
づ
く
り

等
の
ア
イ
デ
ア
を
提
供
す

る
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
す
る
の
で
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
山
梨
正
治
記
）

静
岡
教
区
学
生
担
当
委

員
会
（
岡
野
多
吉
委
員
長
）

は
、
二
月
二
十
四
日
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
、
「
静

岡
県
人
会
」
を
お
ぢ
ば
に

て
開
催
し
た
。
こ
れ
は
三

月
二
十
八
日
開
催
の
「
春

の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」

に
向
け
、
動
員
と
県
内
出

身
者
同
士
の
親
睦
を
目
的

と
し
て
随
時
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
。

今
回
は
卒
業
式
シ
ー
ズ

ン
と
も
重
な
り
、
部
活
動

な
ど
に
も
配
慮
し
各
寮
に

迎
え
に
行
く
な
ど
の
対
応

を
し
、
天
理
高
校
一
部
、

二
部
、
天
理
大
学
、
お
ぢ

ば
在
住
の
合
計
六
名
の
学

生
が
集
ま
っ
た
。
山
名
詰

所
の
講
堂
で
学
生
担
当
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
五
人
が

入
っ
て
リ
ー
ド
の
元
、
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
自
己
紹

介
を
行
い
、
体
を
動
か
す

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
で
緊

張
を
ほ
ぐ
し
、
そ
の
後
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
の
ゲ
ー
ム

で
次
第
に
盛
り

上
が
っ
て
い
っ

た
。
お
昼
に
近

づ
い
た
頃
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
の

メ
ニ
ュ
ー
を
か

け
て
対
決
し
た

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー

ム
で
は
、
負
け

る
と
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
１
個
と
か
、

デ
ザ
ー
ト
無
し
。

勝
て
ば
好
き
な

セ
ッ
ト
選
べ
た
り
、
マ
ッ

ク
フ
ル
ー
リ
ー
が
食
べ
ら

れ
る
な
ど
を
賭
け
て
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
午
後

は
場
所
を
移
動
し
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
。
ガ
ー
タ
ー
だ

ら
け
の
学
生
、
ス
ト
ラ
イ

ク
を
連
発
す
る
う
ま
い
学

生
も
お
り
、
大
変
盛
り
上

が
り
、
三
時
こ
ろ
解
散
し

た
。学

生
担
当
委
員
会
で
は

今
後
も
こ
う
い
っ
た
行
事

を
随
所
で
行
い
、
学
生
同

士
の
絆
を
深
め
、
活
動
の

充
実
に
つ
な
げ
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
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令和６年度

教育フォーラム
開 催

静岡教区学生会

静岡県人会
楽しく開催
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